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製
薬
企
業
が
、デ
ー
タ
や
Ｉ
Ｔ（
情

報
技
術
）
を
活
用
し
、
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
に
力
を
入
れ
る

い
わ
ゆ
る
「
未
病
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
続
々

と
参
入
し
て
い
る
。

　

１
９
９
７
年
に
「
ア
リ
セ
プ
ト
」
を

発
売
し
、
世
界
で
初
め
て
認
知
症
治
療

薬
を
実
用
化
し
た
エ
ー
ザ
イ
。
今
も
認

知
症
の
根
本
原
因
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

次
世
代
治
療
薬
の
開
発
を
続
け
る
同
社

は
今
年
３
月
、
長
年
の
研
究
開
発
で
蓄

積
し
た
デ
ー
タ
や
知
見
を
も
と
に
、
認

知
症
の
予
測
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

化
に
乗
り
出
す
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。

「
今
や
認
知
症
は
発
症
後
の
治
療
だ
け

で
は
語
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
は『
予
知
』

と
『
予
防
』
の
時
代
に
な
っ
て
い
く
」。

エ
ー
ザ
イ
の
内
藤
晴
夫
・
代
表
執
行
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）
は
、
そ

の
狙
い
を
こ
う
説
明
す
る
。

　

認
知
症
の
大
半
を
占
め
る
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
は
長
い
時
間
を
か
け
て
徐
々

に
進
行
す
る
疾
患
で
、
症
状
が
出
る
前

の
「
プ
レ
ク
リ
ニ
カ
ル
」、軽
い
も
の
忘

れ
が
み
ら
れ
る
「
軽
度
認
知
障
害
」
を

経
て
発
症
す
る
。
現
在
の
治
療
は
発
症

後
が
中
心
だ
が
、
よ
り
早
い
段
階
で
介

入
で
き
れ
ば
、
発
症
を
遅
ら
せ
、
治
療

や
介
護
に
か
か
る
経
済
的
な
負
担
も
減

ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
患
者
の
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
を
見
た
場

合
、
未
病
の
段
階
で
手
当
て
し
た
ほ
う

が
絶
対
に
い
い
し
、
費
用
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
。
未
病
ま
で
対
象
範
囲
を
広

げ
た
ほ
う
が
、
患
者
や
社
会
に
対
す
る

貢
献
は
大
き
い
」
と
内
藤
氏
は
言
う
。

認
知
症
予
測
の
Ａ
Ｉ

　

エ
ー
ザ
イ
は
現
在
、認
知
症
の
予
測・

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
核
と
な
る
二
つ
の
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
一
つ
は
「
歩
行
」「
発
話
」「
描
画
」

の
三
つ
の
簡
単
な
テ
ス
ト
で
認
知
機
能

を
評
価
す
る
Ａ
Ｉ
だ
。「
◯
◯
さ
ん
は
特

に
物
事
を
順
序
立
て
て
行
う
こ
と
が
難

し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
い
っ

た
具
合
で
評
価
結
果
を
示
す
と
と
も

に
、「
買
い
物
」「
電
話
」「
運
転
」
な
ど

生
活
シ
ー
ン
ご
と
に
注
意
点
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
提
示
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
脳

の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像
化
装
置
）

の
画
像
か
ら
２
年
後
の
認
知
機
能
の
低

下
を
予
測
す
る
Ａ
Ｉ
。
い
ず
れ
も
数
年

以
内
の
実
用
化
を
目
指
し
、
社
内
デ
ー

タ
を
使
っ
て
精
度
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。

　

エ
ー
ザ
イ
は
こ
れ
ら
の
Ａ
Ｉ
を
も
と

に
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
と
組
ん
で
認

知
症
予
防
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
た
り
、
保
険
会
社
と
共
同
で
先
制
医

療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
り
、
と
い

っ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
狙

う
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が

社
会
問
題
化
す
る
自
動
車
産
業
や
、
高

齢
者
雇
用
を
進
め
る
小
売
業
界
な
ど
か

ら
も
引
き
合
い
が
あ
る
と
い
い
、
異
業

種
と
の
協
業
を
積
極
的
に
進
め
る
考
え

だ
。湘

南
に
企
業
連
携
拠
点

　

製
薬
業
界
で
は
今
、
未
病
や
予
防
に

焦
点
を
当
て
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
す
る

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
国
内
最
大

手
の
武
田
薬
品
工
業
は
２
０
１
８
年
、

神
奈
川
県
藤
沢
市
の
湘
南
研
究
所
を
開

放
し
た
企
業
連
携
拠
点
「
湘
南
ヘ
ル
ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
」（
通
称・湘

南
ア
イ
パ
ー
ク
）
に
、
未
病
領
域
で
の

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
目
指
す
民
間
企
業

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
湘
南
会
議
」
を

設
立
。
日
本
生
命
や
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ
な
ど

８
社
が
参
加
し
た
第
１
期
の
活
動
で

は
、
メ
タ
ボ
の
中
年
男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
健
康
状
態
が
改
善
し
た
ら
ア
イ

ド
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
限
定
特
典

を
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
付
き
健
康
増
進
型
保
険
商
品
を
開
発

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
は
20
年
度
ま
で
の

中
期
経
営
計
画
で
「
Ｒ
ｘ
＋
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
Ｒ
ｘ
は
処
方
薬
の
意
）を
戦
略
の

一
つ
に
掲
げ
、
医
療
用
医
薬
品
の
枠
を

超
え
た
新
た
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。
18
年
に
は

バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
と
共
同
で
、
生
活
習
慣
病
予
備
軍

の
人
ら
の
運
動
を
支
援
す
る
ア
プ
リ
の

開
発
に
着
手
。
今
年
８
月
に
は
、
ゲ
ー

ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ゲ
ー
ム
の
要
素

を
他
分
野
に
応
用
す
る
手
法
）
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
実
用
化
に
向
け
、
横
浜
市
立

大
、
東
京
芸
術
大
と
提
携
を
結
ん
だ
。

　

田
辺
三
菱
製
薬
も
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
ハ
ビ
タ
ス
ケ
ア
と
糖
尿
病

ケ
ア
ア
プ
リ
を
共
同
開
発
し
、
19
年
度

か
ら
実
証
実
験
を
開
始
。
後
発
医
薬
品

大
手
の
東
和
薬
品
は
18
年
、
シ
ス
テ
ム

開
発
大
手
の
Ｔ
Ｉ
Ｓ
と
合
弁
会
社
を
設

立
し
、
未
病
に
対
す
る
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　

製
薬
企
業
を
未
病
や
予
防
の
分
野
へ

と
突
き
動
か
し
て
い
る
の
は
、
本
業
で

あ
る
医
薬
品
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
行
き
に
対

す
る
危
機
感
だ
。

　

医
療
費
の
膨
張
に
歯
止
め
を
か
け
よ

う
と
、
政
府
は
近
年
、
薬
価
（
医
薬
品

の
公
定
価
格
）
に
対
す
る
締
め
付
け
を

強
め
て
い
る
。
政
府
が
昨
年
公
表
し
た

試
算
に
よ
る
と
、
日
本
の
医
療
費
は
40

年
度
に
68
・
５
兆
円
と
18
年
度
に
比
べ

て
75
％
増
え
る
見
込
み
。
高
齢
化
と
医

療
の
高
度
化
が
公
的
医
療
保
険
財
政
を

圧
迫
し
て
お
り
、
高
額
な
薬
剤
の
大
幅

な
値
下
げ
や
、
特
許
切
れ
ま
で
新
薬
の

薬
価
を
維
持
す
る
「
新
薬
創
出
加
算
」

の
縮
小
、
後
発
薬
の
使
用
促
進
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
を
使
っ
て
薬
剤
費

を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

米
調
査
会
社
Ｉ
Ｑ
Ｖ
Ｉ
Ａ
に
よ
る

と
、
日
本
の
医
療
用
医
薬
品
市
場
は
17

年
、
18
年
と
２
年
連
続
で
前
年
を
下
回

っ
た
。
同
社
は
向
こ
う
５
年
間
の
日
本

市
場
の
成
長
率
を
年
平
均
マ
イ
ナ
ス
３

〜
０
％
と
予
測
し
て
お
り
、
見
通
し
は

暗
い
。

公
的
保
険
の
制
約
受
け
ず

　

一
方
、
未
病
や
予
防
の
分
野
は
公
的

医
療
保
険
の
対
象
外
で
、
保
険
財
政
の

制
約
を
受
け
る
こ
と
も
な
い
。
エ
ー
ザ

イ
の
内
藤
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
認
知
症
の
予
測
・

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
第
一
は
患

者
や
社
会
に
対
す
る
貢
献
」
と
し
な
が

ら
も
、「
保
険
財
政
は
緊
縮
以
外
な
く
、

そ
の
中
だ
け
で
は
安
定
し
た
成
長
は
な

い
」
と
話
す
。
公
的
医
療
保
険
制
度
の

中
で
安
定
的
な
成
長
を
遂
げ
て
き
た
製

薬
企
業
だ
が
、
そ
の
枠
に
と
ど
ま
り
続

け
る
こ
と
が
リ
ス
ク
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
が
叫
ば

れ
る
中
、
医
療
や
介
護
に
か
か
ら
ず
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
「
健
康
寿
命
」

の
延
伸
は
社
会
的
な
課
題
だ
。
厚
生
労

働
省
の
16
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
の
間
に
は
男
性
で

８
・
84
年
、
女
性
で
12
・
34
年
の
差
が

あ
る
。
国
も
健
康
寿
命
の
延
伸
を
重
要

政
策
に
掲
げ
て
お
り
、
製
薬
企
業
も
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
公

的
保
険
外
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
市
場

規
模
は
25
年
に
約
33
兆
円
（
16
年
比
８

兆
円
増
）
ま
で
拡
大
す
る
と
さ
れ
る
。

事
業
領
域
の
拡
大
に
向
け
、
未
病
や
予

防
の
分
野
に
参
入
す
る
製
薬
企
業
は
増

え
る
だ
ろ
う
。

　

課
題
と
な
る
の
は
収
益
性
だ
。
公
的

保
険
と
い
う
確
実
な
ペ
イ
ヤ
ー
が
い
な

い
未
病・予
防
領
域
で
は
、「
誰
が
金
を

出
す
の
か
」
と
い
う
問
題
が
つ
き
ま
と

う
。
エ
ー
ザ
イ
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ

ー
と
な
る
こ
と
で
収
益
化
を
目
指
し
、

田
辺
三
菱
は
糖
尿
病
ケ
ア
ア
プ
リ
を
健

保
組
合
な
ど
が
行
う
保
健
事
業
で
使
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、

全
体
と
し
て
は
ま
だ
手
探
り
の
段
階

だ
。
薬
に
よ
る
治
療
と
い
う
枠
か
ら
飛

び
出
し
、
未
病
や
予
防
を
新
た
な
成
長

の
柱
に
育
て
ら
れ
る
か
。
収
益
モ
デ
ル

が
問
わ
れ
る
。�

製薬企業による「未病」「予防」分野への取り組み
企業名 概要

武田薬品
工業

未病ビジネス化コンソーシアム「湘南会議」を立ち上げ。8社が参加した第1期の
活動では、メタボ中年男性向けに健康増進型保険などを開発することで合意

アステラス
製薬

バンダイナムコエンターテインメントと運動支援アプリを共同開発

ゲーミフィケーションを活用したデジタルヘルスケアソリューションの創出・実用化
に向け、横浜市大・東京芸大と提携

エーザイ 認知症の予測・予防サービスを事業化する方針を表明。認知機能を評価・予測
する2種類のAIを開発中

田辺三菱
製薬

ヘルスケアベンチャーのハビタスケアと糖尿病患者の生活習慣改善を支援する
アプリを開発

東和薬品 システム開発のTISと合弁会社を設立。未病に着目したITソリューションの開発
を検討

（出所）各社のプレスリリースなどを基に筆者作成

武田薬品工業は、神奈川県藤沢市に未病ビジネスのコンソーシアムを設立
（同社ホームページより）

 「
33
兆
円
市
場
」に
続
々
参
入

認
知
症
や
メ
タ
ボ
で
事
業
創
出

製
薬
会
社
に
と
り
「
未
病
・
予
防
」
が
医
薬
品
に
代
わ
る
金
鉱
脈
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
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未病・予防
ビジネス


